第７期事業計画書
（２０１０年４月１日から２０１１年３月３１日まで）

特定非営利活動法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会
１　事業実施の方針

　本会がインド・U.P.州アラハバード県にあるサムヒッキンボトム農工科学大学継続教育学部（前アラハバード農業大学継続教育学部）をカウンターパートとして農村の人材育成を中心に農村・農業開発事業を実施して7年目にはいる。昨年度同様、当学部を中心に国際協力活動を実施することを主要な事業方針とする。即ち本会から常駐型の現地スタッフには町上貴也を、また必要に応じて短期専門家およびボランティアを必要に応じて当学部へ派遣し、カウンターパートである当学部スタッフと共に事業を遂行する。
また、日本国内活動を更に活発化し、国内事務、国内の支援者、協力者を更に広める努力をする。これらを基本方針とする。

２．本会の本年度の活動重点目標
昨年度よりのJICA草の根技術協力支援金が今年度においても得られるので、農村女性の組織化（SHG=小規模自助グループ）、有機農業の普及、希望農民学校を中心とした農民教育事業、貧困住民の子どものための教育事業、農村母子保健事業、貧困撲滅と住民エンパワーメントのための収入向上事業等を活動の柱とする。その事業の推進のために本年度は人材育成に重きを置き、効率性、有効性のある統合的事業活動を実施することを重点目標とする。
（１）若い人材の育成と総合的な農村開発の推進
若い農村の人材を発掘し、その育成に力を入れつつ、統合的農村開発を推進する。特に、アラハバード県内の3つの郡、ジョソラ郡、コンディアラ郡、チャッカ郡内の村での働き掛けを活発にし、それぞれの事業モデルと普及システムを確立する努力をする。また、より多方面化した活動を、個別に実施するのでは無く、可能な限り協力、協働、統合することによって事業の効果を高める。これらの努力の蓄積が総合的な農村開発の実現を可能にすると考える。例えば、農村栄養・母子保健事業が普及した家庭菜園に対し、有機農業普及部門が技術協力をする。SHG事業が実施するリーダーシップトレーニングに、母子保健が育成している農村保健ボランティア（VHV）が参加し、お互いに学びあう。アーシャ学校とSHGが実施している識字教室教師の合同職員研修。アーシャ学校が行う児童の環境・農業教育に有機農業普及部門のスタッフが協力する等、数多くの統合事業の実現が考えられる。

（2） 希望農民学校及び持続可能な農村開発研修センターの効果的な活用

本会のインドでの事業をより強固にするために、昨年度継続教育学部の建物３階にできた持続可能な農村開発研修センター、およびアラハバード県内４カ所に設立された希望農民学校をフル活用する。この活用を通して、農村の人づくりと農村に有益と思われる技術や概念、価値観の蓄積を行う。女性の識字の必要性、母乳育児、子どもの教育、有機農業、農村女性の社会的地位の向上等、変革すべき課題は多い。
３．人事

2010年度の人事は以下のように計画する。

（1） 昨年に引き続き、今年度も国内事務・国内作業調整のために事務員1名（丹羽寿美）を雇用する。

（2） 2009年7月より3年間の契約でインド派遣している町上貴也を、引き続きインドプロジェクト会計主任、広報担当職員として雇用する。
（3） 川口景子の研修休暇を２０１１年度６月までとし、翌月から職場復帰させる。本年度川口景子のための研修費として３０万円計上する。
（4） 町上広子をボランティアスタッフとして現地で受け入れる。主にマーケティング等の分野の補助をする。但し、8月より出産・育児休暇を取る予定。
（5） 日本人スタッフまたはボランティアをインドプロジェクトに派遣する。主に、日本食材のマーケティング、食品加工、環境教育と農業研修の分野が必要とされている。
（6） 短期専門家として、また栄養、母子保健分野専門家として助産師（三浦孝子）と栄養士（未定）、また、農業・食品加工、石鹸製造分野の専門家３名程度（未定）をインドへ派遣する。
派遣されたスタッフ、専門家は、それらの活動の成果を、日本において市民向けのセミナーや講演会などを通じて、開発教育、市民教育、国際協力等の活動に活用する。本会の運営を強化するために、会員の募集、支援金の確保に努める。
４．各分野での支援協力活動

（1） サムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部における2010年度の「10ヶ月持続可能な農業研修コース（SCSA）」の支援：今年度は、インド人の他にミャンマー人4名を含む約８～１０名の新入生を予定している。この他に有機農業インターンとしてアラハバード県より４名の男子青年を受け入れる。
（2） 女性と農村青年のための小規模自助グループ（SHG）組織づくりに対する支援：特に、アラハバード県内のマエダ村、バルゴナ村、カンジャサ村、ハルディー村において重点的に行う。
（3） 貧困農民のための所得向上活動のための支援：有機野菜、日本米、ニーム製品、食品加工品（特に、味噌、醤油、食肉加工品、漬物）布製品の製造販売に力をいれる。
（4） NGO・農民のための持続可能な研修事業の支援：農村女性のための事業として、農村女性のための裁縫教室研修事業の助言活動及び、裁縫技術を用いた収入向上事業の支援を行う。裁縫事業は特に希望農民学校カンジャサ校をモデルにして行う。
（5） 貧困家庭の農村教育支援活動：アーシャ学校（９村、９校・児童７００人）の運営と教育改善のための支援を行う。児童に対する、環境教育、農業教育、更に、教師の研修に力を入れる。引き続き、学校の基盤整備（特に、校舎の改善、拡張）を行い、自主自立努力を促すと同時に貧困住民の子どもに対しては奨学金を供与する。
（6） 奨学金の供与：アーシャ学校児童に対して授業料約半分に相当する奨学金を与える。この他に、サムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部の有機農業インターン４名に奨学金を供与する。かれらに、農村開発・農村教育事業のリーダーとして貢献してくれることを期待している。
（7） 「第７回持続可能な農村開発セミナー」開催支援：2011年2月に、これをサムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部で行う。
（8） 第５回収穫感謝祭開催の支援：2011年2月にマエダ村において実施する。当学部の有機農業技術の紹介･展示、NGOの活動紹介、歌・踊り等、様々な催しを行い、広く、持続可能な農業普及、サムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部の活動等を住民および政府機関関係者に理解してもらい、参加、協力を得ることを目的としている。
（9） アーシャ主催のワークキャンプスタディーキャンプを企画、実行：2010年11月もしくは2011年2月に10日間。特に学生を中心に参加者を募る。実行可能な参加者数は、6名以上とする。参加者は、ワークを行いながら現地人との交流をし、同時にサムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部の活動、インドの文化に対する理解を深める。
（10） 活動報告会：2010年５月から６月にかけて、アーシャ理事である三浦、佐藤、また現地調整員町上は、北海道、山形、福島、東京、三重、熊本等に於いて、プロジェクト支援者を中心に、集中的なインドプロジェクトの報告、紹介を行う。

（11） インドプロジェクト支援のためのマーケット開発：三浦と町上は、アラハバード有機農業組合の製品の販売を促進するために帰国時に日本でのマーケット開発を行う。
（12） 農村栄養母子保健改善のための支援・協力：サムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部の農村保健衛生部門が進める農村保健ボランティア育成のために三浦孝子・奥村昌子を短期専門家として派遣する。
（13） 広報活動：アーシャの活動、サムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部のプロジェクトの報告を会員、支援者に理解していただくために年4回アーシャの機関紙を発行する。また、より広く、アーシャの活動を知ってもらうために、ホームページ、ブログの充実を図る。
（14） ２年前より当継続教育学部で学んでいるMs. Zaw Nyoi (Myanmar出身)に家政学を学ぶための奨学金を供与する。彼女は、帰国後ミャンマー・カチン州にある農業大学校で教鞭をとる予定である。

５．事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に係る事業

	事　業　名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

（千円）

	農村指導者研修所の運営を支援する事業
	研修所職員の質の向上を図る研修費を支給する
	随時

	随所

	１名

	研修所の研修生約50名
	300

	未就学児のための初等教育施設の運営を支援する事業
	1 アラハバード県の僻地にあるアーシャ学校の低学年児童を対象にした環境教育を行う。
	随時
	アラハバード地区
	５名
	児童700人
	1,000

	
	2 農村青年、農村女性の組織作りのための支援

(JICA)
	随時
	アラハバード地区
	５名
	青年・女性100人
	10,300

	
	3 　同アーシャ学校校舎の基盤整備と教師の研修支援、制服作成

(ひろしま･祈りの石国際教育交流財団)
	随時
	アラハバード地区
	５名
	児童700人

教員25名
	1,500

	奨学金を支給する事業
	アラハバード県の貧困家庭に対する奨学金
	随時
	ｱﾗﾊﾊﾞｰﾄﾞ地区
	３名
	20名


	400

	農村の地域開発と農業の改善及び普及を支援する事業
	1 三浦孝子・奥村昌子4名を保健・栄養専門家として短期派遣し、母子保健、母乳育児の農村ボランティアの育成支援をする。

　（JICA)
	2011年2月から2ヶ月間
	インド・アラハバード地区
	４名
	インド・UP州ｱﾗﾊﾊﾞｰﾄﾞ地区３万人の農村住民
	17,000

	
	②ミャンマーの持続可能な農業に関する支援
	随時
	ミャンマー・カチン州
	１名
	カチン州KIO自治区の農民、住民5万人
	120

	
	③食品加工、有機農業専門家をサムヒッキンボトム農工科大学継続教育学部に派遣し、健康栄養、有機農業普及の支援をする。

（JICA）
	2010年2月より一ヶ月間
	インド・アラハバード地区
	3名
	インド・UP州ｱﾗﾊﾊﾞｰﾄﾞ地区３万人の農村住民
	400




	事業を推進するための調査研究及び、啓発広報活動
	1 日本国内における学生及び市民のためのセミナー及び講演の企画、主催、及び参加
	随時
	日本各地
	３名
	500
	350

	
	2 会報の発行
	年４回
	日本、インド、米国
	１名
	日本国内、インド、米国200人
	120

	
	3 ホームページ維持費
	随時
	
	２名
	日本語が読める不特定多数
	20

	
	④現地でのワークキャンプ、研修ツアー、訪問者の受け入れ
	随時
	インド国内
	４名
	
	300

	事業に係わる管理費
	事業の円滑な運営のための管理費
	随時
	アラハバード
	２名
	
	800

	
	事業の円滑な運営のための管理費
	随時
	日本
	１名
	
	400


（2） その他の事業

	事　業　名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	支出額

（千円）

	実施無し
	
	
	
	
	


